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4
月
10
日
、
飯
沼
誠
司

氏
（
一
般
社
団
法
人
ア
ス

リ
ー
ト
セ
ー
ブ
ジ
ャ
パ
ン
代

表
理
事
、
一
般
財
団
法
人
日

本
Ａ
Ｅ
Ｄ
財
団
理
事
、
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
前
日
本
代
表

監
督
）
を
鹿
屋
体
育
大
学
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
任
命
し
た
こ
と
に
伴
い
、

同
大
東
京

サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン

パ
ス
（
東

京
都
文
京

区
）
に
て

任
命
式
を

実
施
し
ま

し
た
。

　

飯
沼
氏

へ
は
、
今

後
、
そ
の

人
脈
や
経

験
を
生
か

し
、
同
大

の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・

オ
リ
・
パ
ラ
戦
略
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
任
命
し
ま
し
た
！

塚越選手（写真下段右から 3 番目）と
モニュメントを囲んで

　

今
春
鹿
屋
体
育
大
学
を

卒
業
（
修
了
）
し
た
学
生
の

進
路
状
況
に
つ
い
て
は
、
表

1
の
と
お
り
で
す
。
就
職

率(

就
職
希
望
者
に
対
す
る

就
職
者
の
割
合)

は
、
体
育

学
部
で
は
97
・
6
％
と
、
高

い
就
職
率
を
保
持
し
て
い

ま
す
。

　

就
職
支
援
と
し
て
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
室
で
は

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
の
授

業
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
表

表2．平成29年度就職支援行事（予定）

４月
・学内個別企業説明会集中開催
・第１回公務員採用模擬試験（地方上級型）
・第１回教員採用模擬試験（全国公開型）

６月 ・第１回就職ガイダンス 
・就活セミナー①「就活スタートアップ講座」

７月 ・就活セミナー②「夏休み活用講座」 
・教員採用試験直前対策（模擬面接）

８月 ・教員採用試験２次対策
10月 ・就活セミナー③「後期スタートアップ講座」

11月
・就活セミナー④「SPI 対策講座」 
・第２回就職ガイダンス 
・第２回公務員採用模擬試験（全国共通型）

12月

・就活セミナー⑤「第１回就職塾」 
・就活セミナー⑥「自己分析講座」 
・ 就活セミナー⑦「グループディスカッション

対策講座」

１月

・就活セミナー⑧「自己ＰＲ作成講座」 
・就活セミナー⑨「第２回就職塾」 
・第２回教員採用模擬試験（全国公開型） 
・第３回公務員採用模擬試験（全国共通型）

２月 ・就活セミナー⑩「就活直前対策講座」 
・第４回公務員採用模擬試験（警察・消防型）

３月 ・学外合同企業説明会バスツアー（福岡市） 
・第３回教員採用模擬試験（全国公開型）

２
の
と
お
り
各
種
行
事
を

実
施
予
定
で
す
。
ま
た
、
行

事
以
外
に
も
求
人
情
報
の

提
供
や
就
職
相
談
、
履
歴

書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

添
削
、
面
接
指
導
な
ど
の

個
別
対
応
も
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
就
職
活
動
の
現

場
は
「
売
り
手
市
場
」
と
言

わ
れ
て
お
り
、
企
業
の
採
用

担
当
者
は
よ
り
良
い
学
生

の
獲
得
に
向
け
て
様
々
な

表１．平成28年度卒業者・修了者の進路状況　平成29年５月１日現在

区　分
体育学部（就職率 97.6%）※ 1 大学院体育学研究科（就職率 80%）※ 1

スポーツ
総合課程

武道
課程 合計 ※ 2

率（％）
修士

課程計 率（％）博士後期
課程計

※ 2
率（％）

進
路
先
等
内
訳

就
職
者

教
員

国公立 1 0 1
17.6%

0
11.8%

0
0.0%私立 1 0 1 0 0

常勤講師等 19 14 33 2 0
公
務
員

警察官・刑務官等 11 24 35
22.6%

0
0.0%

0
0.0%

国・地方自治体 9 1 10 0 0

企
業
等

生涯スポーツ等企業 28 1 29
40.7%

1
35.3%

0
0.0%一般企業 42 9 51 5 0

自営業 1 0 1 0 0
進
学
者

大学院 14 4 18
11.6%

4
23.5%

0
0.0%

その他（専門学校等） 4 1 5 0 0
その他 15 0 15 7.5% 5 29.4% 1 100.0%
卒業・修了者　合計 145 54 199 17 1

※１　「就職率」・・・就職希望者に対する就職者の割合
※２　「率（％）」・・・卒業・修了者合計に対するそれぞれの割合

平成 28 年度卒業生・
修了生の進路状況等について

　

私
は
コ
ー
チ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
学
生
た
ち
と
年
末
に

御
岳
登
山
を
行
っ
て
い
る
。
年

に
１
度
の
恒
例
行
事
と
し
て

行
っ
て
い
る
御
岳
登
山
は
、
私

に
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
▼
１
つ
目
は
私
自
身
の
体

力
の
低
下
を
突
き
付
け
て
く

る
。
普
段
の
現
場
で
は
見
本

動
作
を
行
う
こ
と
が
あ
る
も

の
の
、
運
動
時
間
に
換
算
す
る

と
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
継
続
的
な
運
動
習

慣
を
身
に
付
け
よ
う
と
思
わ

さ
れ
る
。
２
つ
目
は
、
登
山
中

に
お
い
て
体
力
的
・
精
神
的
な

つ
ら
さ
に
対
し
て
私
自
身
が

ど
う
振
舞
う
か
を
問
わ
れ
て

い
る
よ
う
な
感
覚
に
陥
る
。つ

い
妥
協
し
た
く
な
る
の
だ
が

学
生
た
ち
と
の
ハ
ン
デ
を
30

分
設
け
て
い
る
た
め
、
学
生
た

ち
に
は
負
け
ら
れ
な
い
。
あ
る

い
は
妥
協
し
て
い
る
コ
ー
チ
を

見
た
学
生
た
ち
の
表
情
を
想

像
す
る
と
、
強
烈
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま
り
頑
張
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
登
山
中
は
色
々

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
３
つ
目

に
、
体
力
的
・
精
神
的
な
苦
難

を
乗
り
越
え
た
先
に
待
つ
頂

上
は
、
美
し
い
景
色
に
加
え
て

達
成
感
が
湧
い
て
く
る
▼
人

生
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
苦

難
や
達
成
感
等
は
様
々
な
場

面
で
起
こ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
時
の
自
身
の
姿
勢
や
振
る

舞
い
で
、
そ
の
後
の
結
果
の
解

釈
が
大
き
く
異
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る

と
、
登
山
は
自
身
と
向
き
合

う
良
い
機
会
で
あ
り
、
自
身

の
強
み
や
弱
み
を
明
確
に
す

る
１
つ
の
手
段
と
な
り
得
る

と
考
え
ら
れ
る
。
御
岳
は
小

１
時
間
で
登
頂
で
き
る
の
で
、

是
非
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
自

身
を
探
す
旅
に
出
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。（
Ｄ
・
Ｋ
）

広
報
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
生
の
就
職
活
動

は
教
育
実
習
等
と
時
期
が

重
な
る
等
依
然
と
し
て
タ

イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な

る
場
合
が
多
い
た
め
、
同
大

で
は
学
外
関
係
者
と
連
携

し
、
学
生
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
学
生
が
納
得
す
る
就

職
活
動
が
で
き
る
よ
う
就

職
支
援
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。

リオデジャネイロオリンピック出場記念
モニュメント除幕式が行われました！

　

4
月
23
日
、
鹿
屋
市
霧
島
ヶ
丘
公
園
に
て
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
記
念

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
自
転
車
競
技
女
子
オ
ム
ニ
ア
ム
に
出
場

し
た
塚
越
さ
く
ら
選
手
（
鹿
屋
体
育
大
学
大
学

院
修
士
課
程
修
了
）
と
男
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に

出
場
し
た
内
間
康
平
選
手
（
同
大
卒
業
）
の
功

績
を
称
え
、
鹿
屋
市
が
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
塚
越
選
手
が
出
席
し
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
周
辺
に
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
鹿
屋

市
の
皆
様
か
ら
見
守
ら
れ
、
盛
大
な
除
幕
式
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
公
園
内
に
は
ア
テ
ネ
五
輪
女
子
競
泳

８
０
０
ｍ
自
由
形
で
優
勝
し
た
柴
田
亜
衣
さ
ん

（
同
大
大
学
院
修
士
課
程
修
了
）
や
北
京
、
ロ

ン
ド
ン
五
輪
に
出
場
し
た
同
大
関
係
者
の
名
前

が
記
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
設
置
さ
れ
て
お

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業

へ
の
ご
助
言
等
を
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
大
の
松
下
雅
雄

学
長
が
、
一
般
社
団
法
人
ア

ス
リ
ー
ト
セ
ー
ブ
ジ
ャ
パ
ン

の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
就
任
し
た
こ
と
に

伴
う
称
号
授
与
式
も
併
せ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

委嘱状を手にする松下学長（左）と飯沼氏（右）
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う
に
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て

い
き
ま
す
！
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！！
」

※
Ｎ
Ｆ
強
化
対
象
選
手
…

　

 

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
於
け
る

強
化
対
象
選
手

日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟

Ｎ
Ｆ
強
化
対
象
選
手
に
2
名
選
出
！

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、

４
月
28
日
に
「
第
16
回
競

技
力
向
上
の
会
」
を
水
野

講
堂
と
大
学
院
棟
大
講
義

室
（
ス
ト
リ
ー
ム
配
信
を

ラ
イ
ブ
視
聴
）
で
開
催

「
第
16
回
競
技
力
向
上
の
会
」を
開
催

◆平成29年度  強化指定競技
競技区分 競　技　名

スポーツ個人競技
陸上競技、体操競技、水泳、
ヨット、漕艇、カヌー、
自転車競技

スポーツ団体競技

テニス、体操競技、
バレーボール（女子）、
バスケットボール（女子）、サッカー、ヨット、
ビーチバレー（男子）

武　　道 柔道、剣道、なぎなた

◆平成29年度　重点強化指定チーム
競技団体名 氏　　　名（エントリーメンバー）

テニス部
國吉 雄大、北村 翔平、岩永 信哉、藤田 尚也、森脇 亮太、
林 大地、宇野 敦也、青木 駿弥、里見 大河、谷村 嘉紀、
岡村 浩太、吉松 瑞生

体操競技部 大村 幸輝、長谷川 瑞樹、堀内 柊澄、大﨑 斐央利、
金田 浩斗

女子バレーボール部
有村 涼、城岡 美里、 松江 愛佳、山形 理沙子、宇都宮 光、
安田 睦実、上本 珠海、興梠 里欧、白澤 明香里、
藤原 舞香

ヨット部 三谷 和也、岩城 拓海、此上 友唯、川邉 朱里
男子バレーボール部

（ビーチバレー） 二宮 佑次郎、岩本 丈

なぎなた部 溝上 美咲、芝谷 美春、水谷 晴佳、三浦 里帆

◆平成29年度  重点強化指定選手
競　技　名 氏　　　　名

陸上競技 青柳 唯、清水 郁宏、日隈 彩美、坂倉 杏奈、許田 悠貴、堤 裕希乃
体操競技 前野 風哉、中野 大貴
水泳 山口 藍李
ヨット 伊藤 愛梨

カヌー 田中 香奈、仲宗根 脩真、寺島 崚一郎、大野 健吾、日髙 将希、田原 瞭太、
柴田 侑弥、疋田 峻平、佐藤 博幸

自転車競技 堀 航輝、橋本 優弥、黒枝 咲哉、山本 大喜、冨尾 大地、松本 憲斗、西島 叶子、
阿部 将大、徳田 匠、内村 風羽香、髙田 奈生、釘尾 真幸、中井 彩子

バレーボール（女子） 中山 恭佳
サッカー 松田 天馬
柔道 飯野 鈴々
剣道 真田 裕行、冨永 比奈野、松本 智香、山本 杏里、前田 はづき、牧島 凜太郎
なぎなた 北 希織

瓜田学長補佐挨拶

会の様子

学生による発表

左から渡邊さん、由里さん消火栓や水消火器を使った訓練の様子

し
、
学
生
・
教
職
員
合
わ

せ
て
約
５
９
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
同
大
の
中

期
計
画
の
一
つ
で
あ
る

競
技
力
向
上
を
図
る
た

め
、
全
て
の
学
生
及
び
そ

の
育
成
に
あ
た
る
顧
問
教

員
等
、
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科

学
の
指
導
に
当
た
る
教
員

並
び
に
事
務
職
員
が
一
堂

に
会
し
、
相
互
の
理
解
と

連
携
を
深
め
、
全
国
・
国

際
的
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

を
目
指
す
た
め
の
志
気
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
4
月
に
開

催
し
て
お
り
、
今
回
で
16

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
は
、
松
下
雅
雄
学
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
競
技

力
向
上
委
員
会
委
員
長
で

あ
る
瓜
田
吉
久
学
長
補
佐

（
競
技
力
向
上
担
当
）
か

ら
の
同
大
の
競
技
力
向
上

方
策
の
説
明
に
続
き
、

チ
ー
ム
の
代
表
及
び
選
手

に
よ
る
平
成
28
年
度
の
強

化
指
定
選
手
・
チ
ー
ム
等

の
活
動
報
告
、
平
成
29
年

度
重
点
強
化
選
手
・
チ
ー

ム
等
に
よ
る
目
標
・
抱
負

の
発
表
の
順
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

第
1
部
の
平
成
28
年
度

の
強
化
指
定
選
手
・
チ
ー

ム
等
の
活
動
報
告
で
は
、

各
団
体
と
も
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
フ
ァ
イ

ル
で
発
表
を
行
い
、
時
に

動
画
を
盛
り
込
む
な
ど
、

随
所
に
工
夫
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
単
な
る
競
技
結
果

報
告
に
留
ま
ら
ず
、
ど
の

よ
う
な
練
習
や
工
夫
で
競

技
力
向
上
に
効
果
が
あ
っ

た
の
か
と
い
っ
た
他
の
競

技
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
も
得
ら
れ
る
よ
う
な
内

容
に
、
学
生
も
真
剣
な
態

度
で
聴
講
し
て
い
ま
し

た
。

　

第
2
部
の
平
成
29
年
度

重
点
強
化
選
手
・
チ
ー
ム

等
に
よ
る
目
標
・
抱
負
の

発
表
で
は
、
予
め
撮
影
し

た
ビ
デ
オ
に
よ
り
発
表
が

行
わ
れ
、
国
内
大
会
さ
ら

に
は
国
際
大
会
で
の
活
躍

を
誓
う
選
手
た
ち
に
、
競

技
種
目
を
越
え
て
感
嘆
の

声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
る

な
ど
、
一
体
感
の
あ
る
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
代
表
選
手
と
し

て
、
在
学
中
に
強
化
指
定

選
手
で
あ
っ
た
卒
業
生
が

選
出
さ
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
競
技
力
向
上
の

方
策
が
結
実
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
大
学
と
し
て
、

引
き
続
き
全
学
的
な
競
技

力
の
向
上
に
繋
が
る
よ
う

様
々
な
方
策
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
委
員

会　

Ｎ
Ｆ
強
化
対
象
選
手

※
」
に
鹿
屋
体
育
大
学
ウ
イ

ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部
所
属
の

由
里
亮
太
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ

総
合
課
程
３
年
）
と
渡
邊
純

菜
さ
ん
（
同
１
年
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

競
技
実
績
と
今
後
の
成
長
を

加
味
し
選
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

強
化
選
手
と
し
て
選
出
さ

れ
た
2
名
は
国
際
大
会
等
に

向
け
て
、
強
化
合
宿
等
に
参

加
し
、
日
本
代
表
の
一
員
と

な
れ
る
よ
う
競
技
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

2
名
の
活
躍
に
期
待
が
か
か

　

５
月
８
日
、
鹿
屋
体
育

大
学
学
生
宿
舎
に
お
い
て
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
入
居

者
３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
入
居
者
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

①
日
常
生
活
に
お
け
る
消
防

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
、

②
避
難
方
法
及
び
避
難
場
所

を
確
認
す
る
こ
と
、
③
災
害

発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治
会

で
あ
る
学
生
宿
舎
会
が
主
体

と
な
っ
て
、
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
隅
肝
属
地
区

消
防
組
合
中
央
消
防
署
の
協

力
の
も
と
、
地
震
に
よ
り
Ｂ

棟
１
階
で
火
災
が
発
生
し
た

と
の
想
定
に
よ
り
訓
練
が
開

始
さ
れ
、
学
生
宿
舎
会
の
役

員
と
各
フ
ロ
ア
の
保
安
部
員

で
組
織
さ
れ
た
自
衛
消
防
隊

学
生
宿
舎
で
防
災
訓
練
を
実
施

り
ま
す
。
ご
声
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

由
里
さ
ん
：
「
学
部
３
年

に
な
り
、
競
技
成
績
に
よ
り

重
み
を
感
じ
な
が
ら
、
日
々

の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
し
か
で
き
な
い
こ
と

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
鹿

屋
体
育
大
学
の
学
生
と
し
て

良
い
結
果
を
残
し
て
い
け
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
！
ご
声

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！
」

　

渡
邊
さ
ん
：
「
今
年
か
ら

ユ
ー
ス
チ
ー
ム
で
は
な
く
、

シ
ニ
ア
の
方
々
と
レ
ー
ス
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
良

い
結
果
を
ご
報
告
で
き
る
よ

が
中
心
と
な
り
、通
報
連
絡
、

初
期
消
火
、
避
難
誘
導
、
負

傷
者
の
救
助
、
避
難
者

の
点
呼
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
同
消

防
署
員
か
ら
、
他
大
学

の
学
生
寮
で
の
火
災
事

例
や
、
携
帯
電
話
を
使

用
し
て
緊
急
通
報
を
す

る
と
位
置
情
報
が
自
動

的
に
通
知
さ
れ
、
場
所

の
特
定
が
早
く
な
る
こ

と
な
ど
、
貴
重
な
話
が

あ
り
、
皆
真
剣
な
表
情

で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
消

防
署
の
方
の
『
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
』
と

い
う
言
葉
が
と
て
も
印

象
的
だ
っ
た
」「
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
、

非
常
放
送
や
消
火
栓
の

使
い
方
を
し
っ
か
り
確

認
し
て
お
き
た
い
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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　私たち陸上競技部は今年で創部 32 年目を
迎えました。昨年度の競技成績は、日本学生
陸上競技対校選手権大会（日本 IC）において
6名入賞（内 1名優勝）、日本学生陸上競技個
人選手権において 5名入賞しました。また、
全日本大学女子駅伝では総合17位という結果
でした。その他の各大会においても上位入賞
者や優勝者を輩出するなど、鹿屋体育大学陸
上競技部の名を全国にアピールすることがで
きたと思います。しかしこの結果に満足する
ことなく、更なる好成績を目指し日々練習に
励み、競技に取り組んでおります。
　現在、陸上競技部は部員数 96 名で活動し
ております。昨年度までは部員数の減少がみ
られましたが、今年は多くの新入生たちに恵
まれ、活気のあるチームになりました。部員
各自が目標を定め、九州 IC や日本 IC などで
自己新記録を更新できるように、部員同士で

協力し合い、切磋琢磨しながら競技力向上を
図っております。毎日の練習は、短距離ブロッ
ク、中長距離ブロック、跳躍・混成ブロック、
投擲ブロックの 4ブロックに分かれて活動し
ております。鹿屋体育大学は陸上競技をする
うえでとても恵まれた環境です。部員全員が
鹿屋体育大学で陸上競技ができることに感謝
して、毎日の練習に取り組んでおります。各
ブロックで練習内容や練習時間は異なります
が、対校選手権の時などは部員全員が一丸と
なって戦っております。今後の活動は、6月
に広島で行われます西日本学生陸上競技対校
選手権大会や 9月に福井で行われます日本学
生陸上競技対校選手権大会をはじめ、各大会
や競技会でご声援にお応えできるよう練習を
積み重ねている最中であります。
　今後ともご支援ご声援のほどよろしくお願
いいたします。陸上競技部

課外活動団体紹介

　

本
年
４
月
１
日
付
け
で
、

理
事
・
副
学
長
・
事
務
局
長

に
就
任
し
ま
し
た
石
田
と
申

し
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
に
着
任
し

て
感
じ
た
の
は
、
さ
す
が
体

育
大
学
だ
け
あ
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
施
設
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟

は
、
様
々
な
最
先
端
の
測
定

機
器
が
設
置
さ
れ
、
各
種
競

技
を
測
定
・
分
析
し
、
実
践

研
究
を
行
う
施
設
と
し
て

は
、
国
が
設
置
し
た
国
立
ス

ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
と
同
等
以
上
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く

ら
い
立
派
な
施
設
で
す
。
今

後
、
こ
の
研
究
施
設
で
行
っ

た
測
定
・
分
析
を
ど
の
よ
う

に
学
生
の
競
技
力
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
か
楽
し
み
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
陸
上
競
技

場
、
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
野
球

場
な
ど
の
屋
外
施
設
や
屋
内

実
験
プ
ー
ル
、総
合
体
育
館
、

武
道
場
な
ど
の
屋
内
施
設
が

設
置
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行

う
環
境
は
我
が
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
4
月
5
日
の
入
学

式
の
夜
に
は
、
地
元
の
商
工

会
議
所
な
ど
の
団
体
に
よ
っ

て
つ
く
る
地
域
づ
く
り
交
流

事
業
実
行
委
員
会
に
よ
る
新

入
生
の
歓
迎
会
が
開
催
さ

れ
、
鹿
屋
市
全
体
で
新
入
生

を
歓
迎
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、

地
域
と
の
一
体
感
を
と
て
も

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

最
近
の
国
立
大
学
改
革
の

動
向
で
は
、
平
成
25
年
5
月

の
「
教
育
再
生
実
行
会
議
」

で
第
三
次
提
言
が
ま
と
め
ら

れ
て
以
降
、
平
成
26
年
2
月

の
「
中
央
教
育
審
議
会
大
学

分
科
会
」
で
「
大
学
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
」
が
、
平
成
27
年
6
月
に

は「
国
立
大
学
経
営
力
戦
略
」

が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
28

年
5
月
に
は
「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

主
な
施
策
と
し
て
「
地
方
大

学
等
創
生
5
か
年
戦
略
」
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
、

高
大
接
続
改
革
で
は
、
大
学

入
学
者
選
抜
改
革
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
国
立
大
学
が

担
う
べ
き
役
割
が
一
層
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
教

育
・
研
究
機
能
を
質
・
量
と

も
に
充
実
し
、
社
会
の
要
請

に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
に
お
い
て

も
社
会
的
責
任
を
積
極
的
に

果
た
し
て
い
く
こ
と
や
体
育

系
大
学
の
特
色
・
魅
力
を
十

分
に
活
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
創
造
性
や
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
に
富
む
人
材
育
成
を
さ

ら
に
充
実
す
る
た
め
に
、
学

長
を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
、

地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
微
力
な
が
ら
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

施設課長
東房 勝司

総務課総務係
松田 慶五

◆
鹿
屋
を
堪
能
す
る
ぞ
！

◆
本
学
に
勤
務
し
て

　

４
月
１
日
付
け
で
福
岡
教

育
大
学
か
ら
施
設
課
に
赴
任

い
た
し
ま
し
た
東
房（
と
う
ぼ

う
）と
申
し
ま
す
。自
己
紹
介

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。家
族
は

妻
１
人
・
子
供
３
人
で
持
ち
家

は
北
九
州
に
あ
り
、子
供
の
就

学
の
関
係
上
、今
回
２
度
目
の

単
身
赴
任
で
少
し
ソ
ワ
ソ
ワ
し

て
い
ま
す
。自
炊
を
心
が
け
、

ヘ
ル
シ
ー
な
食
事
を
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、鹿
屋
の
肉
類（
牛
・

豚
・
鶏　

特
に
豚
）に
負
け
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、お
い
し
い
焼
酎
も
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
体
調
を
壊
さ

な
い
程
度
に
全
て
の
銘
柄
制
覇

め
ざ
し
、ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
嗜

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。皆

さ
ん
、お
勧
め
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
施
設
は

数
年
の
間
に
一
気
に
建
て
ら

れ
、す
で
に
老
朽
化
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
建
物
の
維
持
管
理
や

フ
ィ
ー
ル
ド
の
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
で
採
用
さ
れ

ま
し
た
、総
務
課
総
務
係
の
松

田
と
申
し
ま
す
。
本
学
に
勤

務
し
て
か
ら
約
一ヶ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。気
の
置
け
な
い
上

司
や
先
輩
職
員
の
方
々
に
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
、

日
々
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。初
め
て
の
大
隅

で
の
生
活
や
一
人
暮
ら
し
に
も

慣
れ
、少
し
ず
つ
生
活
に
ゆ
と

り
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。体

育
大
学
に
き
て
学
生
一
人
一
人

が
立
ち
止
ま
っ
て
挨
拶
を
し
て

く
れ
る
こ
と
や
、ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
体
育
施
設
の
規
模
の
大

き
さ
に
は
大
変
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。ま
だ
ま
だ
教
わ
る
こ
と

や
、覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
多
い
で
す
が
、で
き
る

限
り
早
く
仕
事
を
覚
え
、一
人

前
の
事
務
職
員
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
努
力
い
た
し

ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

経営戦略課企画評価係
富田 成彦

◆�

帰
っ
て
き
ま
し
た

　

４
月
１
日
付
け
で
経
営
戦

略
課
企
画
評
価
係
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
。平
成
22
年
に
採

用
さ
れ
て
か
ら
本
学
で
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
が
、平
成
26

年
４
月
に
大
学
評
価
・
学
位
授

与
機
構（
現
在
の
大
学
改
革

支
援
・
学
位
授
与
機
構
）へ
人

事
交
流
で
出
向
さ
せ
て
い
た
だ

き
、本
学
で
の
勤
務
は
３
年
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。

　

出
向
先
で
は
、国
立
大
学
の

教
育
研
究
の
評
価
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
業
務
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、た
い

へ
ん
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、私
生
活
で
も
こ
の

３
年
の
間
に
第
一
子
を
授
か
る

な
ど
大
き
な
変
化
を
経
験
し
、

３
年
前
よ
り
多
少
は
成
長
で

き
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
の
経
験
を
活

か
し
、鹿
屋
体
育
大
学
の
発
展

の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
選

手
に
装
着
し
た
セ
ン
サ
ー

か
ら
座
標
位
置
、
移
動
速

度
、体
の
向
き
、心
拍
数
な

ど
の
情
報
を
無
線
方
式
か

つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
機
器

で
す
。
デ
ー
タ
は
同
時
に

30
人
、
1
秒
間
に
20
コ
マ

分
取
得
す
る
こ
と
が
可
能

で
、測
定
ア
リ
ー
ナ
内
に
あ

る
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
映
し
出
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
選
手
に
装

着
す
る
セ
ン
サ
ー
の
重
量

は
１
０
０ｇ
程
度
で
あ
り
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

の
実
施
に
支
障
の
な
い
形

状
及
び
重
さ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
複
数

の
選
手
の
位
置
座
標
を
同
時

に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の

確
認
を
行
う
際
に
役
立
ち
ま

す
。
ま
た
、プ
レ
ー
中
の
デ
ー

タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、選
手

一
人
一
人
の
特
徴
（
良
い
点
・

改
善
す
べ
き
点
）
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
か
ら
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

通
し
て
、多
く
の
選
手
の
競
技

力
向
上
に
寄
与
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
→http://

splab
.n

ifs-k
.ac.jp/

）

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
測
定
の
紹
介（
甲
斐
智
大
特
任
助
教
）

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
だ
よ
り

第5回プレー中のデータ表示画面

選手に装着されたセンサー

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
地

域
の
方
々
へ
の
生
涯
学
習
機

会
の
提
供
を
目
的
に
、
毎
年

同
大
学
教
員
の
専
門
性
と
施

設
を
活
用
し
た
公
開
講
座
を

開
講
し
て
お
り
、
今
年
度
も

４
月
か
ら
順
次
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
講
座
、
腰

痛
・
関
節
症
者
の
た
め
の
水

中
運
動
教
室
、
英
語
コ
ミ
ュ

公
開
講
座
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
、
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
講
座
等
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
（
鹿
屋
体

育
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.nifs-k.

ac.jp/

）

センサー

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

鹿
屋
体
育
大
学
理
事
・
副
学
長
・
事
務
局
長
　
石
田
　
和
彦



⑷平成２６年４月　第２７７号

学内行事７月
10 日  補講期間（～ 24 日）
15 日  大学説明会
16 日  体験授業
27 日  期末試験（～ 8 月 2 日）
中 旬  交通安全講習会

かごしま県民大学・鹿屋体育大学連携講座

受講生募集！ 汲取の御注文
浄 化 槽 の 管 理

水質保全に
　　 全力投球

株式
会社西日本浄化サービス

代表取締役 田中ふみ子
鹿屋市王子町 4 5 3 1 － 2
TEL（0994）43－3425

鹿屋市
許　可

講座名 現代に生きる
「薩摩のハマ投げ」

みんなで貯筋
～元気な老後に備えて
貯金と貯筋～

日　 時 平成 29年 10月 4日（水）14:00 ～ 15:00
平成 29年 11月 8日（水）

10:00 ～ 11:30
講 師 山田　理恵　教授 川西　正志　教授

講 習 料 無料 無料
（当日保険料10円いただきます）

場　 所 かごしま県民交流センター

申 込・
問合せ先

鹿屋体育大学総務課広報係
TEL:0994-46-4819　FAX:0994-46-2831

E-mail:kouhou@nifs-k.ac.jp
（申込は FAXまたは E-mail でお願いいたします。）

SOUTEN No.315
⑷平成２９年６月

　

賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国
際
交
流
、

学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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一
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橋
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彦
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雅
彦

鳥
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堀
川　

順
治

神
奈
川
県

尾
崎　
　

智

土
井　

隆
史

森
元　

弘
紀

富
山
県

長
井
こ
ず
え

福
井
県

岸
田　
　

慎

長
野
県

小
川　
　

健

小
林　
　

忠

塚
田　
　

博

西
澤　

寛
志

岐
阜
県

緒
方　
　

勝

静
岡
県

鈴
木　
　

浩

愛
知
県

北
村　

浩
幸

橋
積　

央
和

三
重
県

川
村　
　

聡

杉
野　

祥
子

水
谷
恵
美
子

滋
賀
県

森
杉　

和
弘

京
都
府

四
方　

正
光

大
阪
府

上
田　
　

実

金
山　

正
広

後
藤　

美
幸

阪
上　

哲
也

野
瀬　

康
雄

事
務
局
か
ら

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制

度
は
、
平
成
元
年
四
月
に

発
足
し
ま
し
た
。
年
会
費

（
寄
付
金
）
は
一
口
企
業

三
万
円
、
個
人
一
万
円
か

ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団

法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す

る
年
会
費
（
寄
付
金
）
に

つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の

優
遇
措
置
が
あ
り
、
二
千

円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え

る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の

寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み

も
し
く
は
現
金
で
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、

次
の
金
融
機
関
へ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋

体
育
大
学
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
関

係
各
位
の
格
別
な
る
御
高

配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

松
井　

省
二

森　
　

栄
藏

兵
庫
県

長
野　
　

崇

森
本　

哲
男

和
歌
山
県

小
林　

健
司

小
林　

伸
行

松
本　

雅
行

鳥
取
県

小
原　

弘
行

河
藤　

明
徳

島
根
県

曽
田　

明
浩

平
垣　
　

進

岡
山
県

杉
田　

昌
己

平
井　

洋
之

前
田
美
智
子

広
島
県

有
木　

範
和

磯
邉　

浩
子

金
本　

俊
朗

中
村　

英
樹

福
村　

裕
司

松
下　

武
雄

森
重　

孝
子

山
口
県

小
原　

克
仁

久
野　

裕
治

藤
澤　

住
男

渡
邊　

義
広

徳
島
県

山
本　

奈
美

香
川
県

大
塚
和
佳
子

愛
媛
県

桑
原　

義
彦

芝　
　

誠
司

新
谷　

昭
雄

松
西　

正
志

真
鍋　

浩
啓

福
岡
県

鴨
瀬　

裕
行

川
島　

年
生

古
賀　

英
樹

野
村　
　

巖

日
髙
誠
一
郎

藤
本　

修
一

宮
本　

真
二

村
田　

昇
平

森
部　

英
年

吉
村　

力
也

佐
賀
県

井
邉　

達
男

教
山　

博
昭

相
良　

尚
武

尊
田　

益
弘

長
崎
県

鵜
林　

哲
也

江
川　

伸
介

大
窄　

昭
三

指
方　

雅
英

樋
口　

和
満

迎　

桂
一
郎

村
田　
　

仁

山
口　

健
二

熊
本
県

可
德　

秀
二

境　
　

賢
吾

坂
口
ゆ
か
り

坂
田　

勇
一

澤
本　

伸
生

嶋
永　

健
一

田
上　

博
也

田
口　

誠
一

藤
川　

真
一

星
田　
　

修

増
岡
隆
三
郎

松
村　

祥
史

幸
村　

吉
浩

大
分
県

浅
田
幸
一
郎

田
原
貴
久
男

長
松　

賢
二

長
谷
川
智
昭

宮
下　

秀
人

安
田　

憲
久

山
路　

隆
元

宮
崎
県

江
藤　

邦
博

門
田　

孝
造

神
崎　

昭
一

寺
本
佳
世
子

鹿
児
島
県

池
浦
也
寸
志

岩
下　

尚
也

大
山　
　

健

熊
野　

英
樹

田
口　

正
之

田
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春
樹

東
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里
美

松
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孝

向
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勝
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沖
縄
県

上
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政
樹

大
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哲

重
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芳
文

永
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繁
信

そ
の
他

叢　
　

慶
日
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【体操競技】
◆第65回九州学生体操競技選手権大会
（4/22～4/23　熊本/熊本県立総合体育館）
▽男子
 団体総合 1位 鹿屋体育大学
 個人総合 1位 前野　風哉
     3位 堀内　柊澄
 種目別 ゆか 1位 前野　風哉
     2位 堀内　柊澄
     2位 長谷川瑞樹

 種目別 あん馬 1位 森近　直樹
     3位 杉野　正尭
 種目別 つり輪 3位 中野　大貴
 種目別 跳馬 1位 長谷川瑞樹
     3位 杉野　正尭
 種目別 平行棒 1位 前野　風哉
     2位 上田　直樹
     3位 堀内　柊澄
 種目別 鉄棒 1位 前野　風哉
     2位 堀内　柊澄
▽女子
 個人総合 3位 宮﨑　望
 種目別 跳馬 2位 宮﨑　望
 種目別 平均台 3位 宮﨑　望
 種目別 ゆか 2位 宮﨑　望

【水泳】
◆第93回日本選手権水泳競技大会
（4/13～16　愛知/日本ガイシアリーナ）
 男子1500m　自由形
     6位 小林　祐馬
【自転車競技部】
◆第19回全日本学生選手権クリテリウム
（4/29～30　滋賀/東近江市ふれあい公園）
▽男子  2位 阿部　将大
     4位 黒枝　咲哉
     5位 徳田　匠
▽女子  3位 髙田　奈生
     5位 西森彩良々

４月

闘いのスケジュール ７月
１日・第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会
　　 （～2　静岡/伊豆ベロドローム）
２日・第59回全国国立大学柔道優勝大会（東京/講道館）
　　・JWA九州選手権大会2017（ウインドサーフィン）
　　 （大分/住吉浜リゾートパーク）
22日・九州大学ビーチバレーボール選手権
　　 （～23　熊本/芦北市）
　　・第51回全日本女子学生剣道選手権大会
　　 （～23　大阪/エディオンアリーナ大阪）
　　・第11回全日本女子学生剣道東西対抗試合
　　 （大阪/エディオンアリーナ大阪）
　　・九州地区大学体育大会（陸上競技）
　　 （～23　福岡/本城陸上競技場）
23日・第65回全日本学生剣道選手権大会
　　 （大阪/エディオンアリーナ大阪）
　　・第64回全日本学生剣道東西対抗試合
　　 （大阪/エディオンアリーナ大阪）


